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船上で鳩を飼う

安　室：　聞いたものを読ましていただいて、すご

く興味を持ったのが、伝書鳩を飼ってい

て、それでこうオカ（陸）と連絡を取って

たというのを拝見して、写真で確か、誰の

でしたっけ。

石　橋：　わたしです。

安　室：　伝書鳩が肩で、それを拝見しまして、ぜ

ひこの話を聞いてみたいと思いまして。

で、首輪も何も付けてないものですよね。

肩にとまって。これはもう、ペットとして

飼っていたということなんでしょうか。

石　橋：　はい。あのですね、父がすごい好奇心旺

盛な人だったので、沖に出たときに、いろ

んなトラブルなどが起こったときに、岸に

その拠点を、鳩の拠点を作っててですね、

連絡用にしたらいいていう発想のもとに始

めたんですけど。でも、結局は、鳩が実際

船に棲み付いているから、外で飛ばして

も、どこにも行かないんですよね。だか

ら、結果的には、あまり役には立たなかっ

たようです。試験的にやってみて、いろい

ろ試行錯誤したけれどもですね、だから、

船で飼うって、ペットで飼った訳じゃない

んですけども、ぜひ連絡にね、使いたいて

いうことだったんですけど。駄目でしたね。

安　室：　お父さんが、なんていうですか、そうい

う考えを持って。

石　橋：　そうですね、何度か試みたようです。結

局、移動する船の上で飼っていた訳です

か？ 役に立たなかったようですよ。

安　室：　ええ。オカの拠点てどこに作っているん

ですか。

石　橋：　ハシケ船が停まるところなんでしょう

ね。そこ、ゴンゾウ小屋じゃないんですけ

ど、ハシケが停まっているところに帰って

くるんじゃないかということで、作ってい

たんですけど。

安　室：　そこは、もしその、沖でトラブルになっ

て飛ばした場合に、誰かが受け取る人がそ

こにいたってことですか。

石　橋：　ええ。そういう発想でしたと思うんです

けれど、実際には頭で考えるような訳には

いかなくて、ねえ。資料に残すほどの役に

立ってないと思うんですけど。船で精々飼

うぐらいしか。

安　室：　ほかの船でもそういうことは。

渋　田：　全般的にそういうふうな手段で連絡を

取ってたかちゅうことじゃない。彼は、英

ちゃんのところだけやろね、飼っていたん

　語り手：渋田幸子（元・船上生活者） 聞き手：田上繁、森武麿、安田常雄、安室知
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は？

石　橋：　この船のっていう意味じゃなくて、父の

考えに賛同した人が何人かで試みたようで

す。何人かがそういう。

渋　田：　そうなん。わたし知らん。

石　橋：　だから、何人かが集まって、「こうした

らいいんじゃないかなあ」と。

安　室：　「じゃ、大体これやってみようか」とい

うことで、始めたことなんですか。

石　橋：　何人かですけど。父の勤めていた会社の

ハシケていうのは、何十艘もあるわけです

から、みんなが賛同したていうことでなく

て。何人かが、興味本位で始めたというこ

とで、と思います。

安　室：　ええ。で、自分がびっくりしたのは、肩

に乗って、こうやっているんですよね。

石　橋：　そうなんです。

渋　田：　凄いよねえ。

石　橋：　母から離れないていうことがあってです

ね、これは新日鐵のアマチュアのカメラマ

ンの方が珍しいといって撮って行かれたん

ですけど。

安　室：　これ、やっぱり、雛から育てたから、こ

うなったんですか。

石　橋：　ええ、そうですね。

安　室：　よくねえ、卵を孵化させて、最初に見た

ものを鳥は自分の母親と思うていうのを聞

きますんで。じゃ、卵をやっぱり産ませ

て、それを育てたということなんですか。

石　橋：　ごめんなさい。ちょっとそこまでは分か

らないですけど、間違った情報を入れては

いけないので、すみません。よく覚えてい

ませんので。

安　室：　ほかに船では別にペットなど飼っていま

したか。

石　橋：　ペットというと、鳩のことですか。

安　室：　いえ、鳩以外でも。猫とか犬とか。

石　橋：　それは、ありました。犬のことはです

ね。前にもお話したかも分からないんです

けど、犬も飼ってたんですよ、鳩の前に。

そしたら、犬のお産と子供のお産が一緒に

なったらいけないということで、犬を、結

局もの凄くかわいそうなことしたんです

けど（咽ぶ）。捨てに行ったんです。これ

いったら、泣きそうになる（咽ぶ）。

安　室：　すみません。

石　橋：　妹がちょうど産まれるのと犬のと一緒に

なったんですよね。結局、妹も海に落ちて

死んじゃいましたけれども（咽ぶ）。

安　室：　ああ、そうなんですか。

石　橋：　結構、飼ってたね、犬を。

渋　田：　うん。

石　橋：　ほかに楽しみがないんで。航海に出たり

してですね。でも、オカの人もペット飼い

ますよね。船に乗ってる海上生活者の人は

特に友だちがいないけど。

安　室：　ホームに行かれるときは、犬とかペット

は連れて行かれる。連れて行くんですか。

それとも船で。

石　橋：　船で。

安　室：　じゃ、土、日しか会えない訳ですね。

石　橋：　土、日とか。いや、会えないんですよ。

毎週ですよね。ずーっと仕事に出ています

ので。時々しか帰れなかったね。

渋　田：　うん。

安　室：　そうですか。でも、犬のお産と人のお産

がやっぱり一緒なのはよくないという。

石　橋：　そうです。

安　室：　という迷信があるんですね。

石　橋：　そうなんです。迷信なのかも知れません

けれども、やっぱり凄いかわいそうなこと

をしたと思ってます。何十年たっても（咽

ぶ）。

安　室：　うん。

石　橋：　ジョンていう名前の犬だったんです。

で、伝馬船に乗せてですね、結局、漕いで
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岸壁まで捨てに行くんですよね。

安　室：　ええ。

石　橋：　そしたら、ずーっと追いかけて来るんで

しょ。

安　室：　その後やっぱり、誰かに拾われたかなん

かしたんですかね。

石　橋：　そうですね。

安　室：　岸壁にいればねえ。

石　橋：　すみません（咽んでいることを）。この

話するといつも涙がでる。

安　室：　すみません。さっきの鳩の話の続きで、

鳩は名前を付けるんですか。

石　橋：　付いてたんですけどね、今はもう忘れ

ちゃったです、なんていう名前か。多分

「きんちゃん」かなんか。

安　室：　鳩も慣れ、ね、刷り込みで慣れれば、呼

べば応えるとか聞くんですけども。

石　橋：　わたしたちには、あまり慣れてなかった

と思います。

安　室：　じゃ、やっぱりお母さんの方に？

石　橋：　そうです。

安　室：　やっぱり女性が飼う方が多かったんです

かね、お母さんとか。

石　橋：　うーん、ちょっと分かりませんね、その

辺は。

安　室：　犬や猫ていうのは、じゃ、それは子供が

飼うことが多いですね。

石　橋：　ないですよ。大人が飼うことが多いよう

に思いますよ。大人ていうよりは、なんで

すかね、未就学児ですね。小っちゃいと

か、そんな感じの子だったら一緒に遊んで

いるけどね。

安　室：　ちょっとほとんど。

石　橋：　すいません。

児童ホームでの生活

安　田：　昭和ね。昭和 30 年ちょっとぐらいの。

石　橋：　そうですね。

安　田：　簡単にいうと、僕文章（「ふだんぎ」投

稿文）読んでないんだけど、そこで書かれ

た中身ていうのは、かいつまんでいうとど

んなことを。

石　橋：　先ずですね、軍隊じゃないんですけれ

ど、起床の鐘で始まって、消灯の鐘でその

寝る訳なんですけどね。その間の、その生

活の中で、みんなで一緒に食事をする。み

んなで一緒の弁当を持って学校に行く。み

んなで、とにかく、みんなで一緒のことを

する訳なんですけど。その中で、それぞ

れの部屋に子供が、約 10 人ぐらいずつこ

う、男子と女子と分かれて入ってるんです

よね。その中に室長がいて、ホームの中で

の先生のいうことはもちろんなんですけ

ど、年上の子が室長になるんですけど。室

長の、わたしたち小っちゃい子がいうこと

聞かなくちゃあいけないんですね。と、

みんなで食事してるときに、大っきい子

が自分の好きなおかずがあったら、「それ

ちょうだい」とかいって（笑う）。「あげな

い」とかいったら、これいじめられて（笑

う）。いろんなことが日に子供の中でも戦

争みたいな感じであるんですけれども、で

も、今のいじめとは違って、その中に、ま

た、今考えるとですよ、ほのぼのとしたも

のがあって、生活をともにして、寝起きを

ともにして、大きくなっていった人たちな

ので、やっぱり、つながりがですね、ある

ていうふうなことを書きました。

安　田：　小学校 3年、ホームにおられたのは、

小学校 3年。

石　橋：　から中学 3年までしか。

安　田：　中学 3年まで。

石　橋：　ええ。しかいれない。高校になると、出

なきゃいけないんですね。義務教育が終わ

りますから。
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安　田：　じゃ、その寮での生活ていうのは、全体

としては、なんていうんですか、楽しい思

い出みたいなのは？

石　橋：　今になると楽しいね。そのころは、いろ

いろあったかも分からないんですけど。

渋　田：　やっぱりあったね。上級生と下級生の。

石　橋：　はい。いじめとかもあるけど、陰湿ない

じめはなかったと思います。

安　田：　一番楽しかったことっていうのは、それ

寮の。

石　橋：　寮で楽しかったのはですね。ゆき（幸）

ちゃん行かんやった。小倉市民会館にね、

寮の人が招待されて。児童ホームの人が招

待されて行ったときに、野球選手が来られ

たんですよね。そのときに、野球選手の名

前がですね、ちょっと思い出さないんです

けど。なんていう人やったかね、とにか

く、何人か、5人か 6人ぐらい来られて、

一緒にゲームしたりしたんですよね。で、

それはすごい楽しかったですね。で、結構

自分は楽しかったんですけど、回りの人た

ちから見たら、わたしたち恵まれない子供

たちだったんですよね。

渋　田：　そうよね。あんなん招待あったね。あっ

た、あった。

石　橋：　うん、うん。だから、恵まれない子供を

招待して、その［　］みたいな感じで。そ

んとき、西鉄ライオンズ。片山さんやな

い、違う。

石　橋：　名前はちょっと思い出せない。

安　田：　野球選手ですか。

石　橋：　そうです。野球選手は間違いないです。

安　田：　中西太とか。

森　　：　中西。

安　田：　豊田、豊田泰光。

石　橋：　その人は来ていたような気がする。

安　田：　それと、稲尾だよね。

森　　：　西鉄ライオンズね。

石　橋：　そしたら、そのときにですね、そんな話

はまた別の話なんですけど、児童ホームで

なかったので、水洗トイレ初めて使った訳

なんですよね。そしたら、トイレに行っ

て、水洗を流したらですね、もちろん、水

が止まらないんですよね。で、止まらない

から、壊したか思うて、何回も押したんで

す（笑う）。ずーっと止まらないから、そ

こにいると、先生が「もう会が始まるんや

けど、ひで（英）ちゃん、どこにおるん

ね、どこにおるんね」て、大きな声で呼ん

でから、すごい恥ずかしい思い出がある。

安　田：　そういうふうに、時々どっかでみんなで

行くとか、連れて行ってもらうとか行った

ことがあったんですか。

石　橋：　そうですね。

渋　田：　いろんなところへなんか招待されて行き

よったね。

石　橋：　うん、うん。海水浴にも行ったことある

しね。

安　田：　今日ちょっとね、さっき、なんだっけ、

その学校のね、ホームの方でいろんなお話

を聞いたんだけど。で、1つは、船で生活

する子供さんがいて、それから、一方で、

ほら、養護学校みたいな感じになって。

渋　田：　今ですか。

安　田：　うん、今ね。

渋　田：　はい。

安　田：　そのころ、養護学校の生徒さんみたいな

感じの人は。

渋　田：　おらんやったね。

安　田：　船の人ばっかり。

田　上：　こちらの世代はないですね。

児童ホームでの人間関係

渋　田：　違う。こうなんですよ。力関係ともう 1

つは物質的なことですよね。そやけ、親が

ちょっとお金持ちの人がおるんですよ、
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やっぱり。おなじハシケの人でもね。ほ

たら、その親が金持ちの、2人おったとし

たら、この 2人がこう、そやけ、その親

が来たときにお菓子とかこう、たくさん置

いて帰るでしょ。そしたら、それをほかの

人に陰でこそっともらう。ほしたら、その

人、こう、付いとかないけん。なんかそん

なんがあったね。

田　上：　そのときは、親御さんも（全員笑う）。

渋　田：　派閥が生まれる理由がそうやったと（全

員笑う）。ねえ。

石　橋：　そういえば、そうやね。

渋　田：　1 人が万年筆をこ（買）うたら、1人が

買う、負けんように。ほかの人はそんなも

ん手も出らんけ、黙っとるけど（笑う）。

石　橋：　そうですよ（全員笑う）。

田　上：　それは親御さんの働きがいいから、お金

がある訳。そういう訳じゃない？

渋　田：　どうですかね。

キサ子：　ほら、給料が違うでしょう。大きい会社

だったら、それはそうだね。あるだろうと

思います。ね。

田　上：　俸給が違う。

キサ子：　サラリーマンとかでも。

児童ホームから船へ帰る

キサ子：　絶対聞こえないけ。ガチャ、ガチャちう

るさいけ。そうですね、聞こえん。風で声

が流れる。そやから、風で聞こえん。消え

てしまう。で、仕舞いに何回も呼んでるけ

ど、聞こえないから、もう仕舞いには涙が

出る。情けないんだから。そしたら、知っ

てる人と代わる。「呼んだげるね」ち、

「おーい」っち呼んでくれて。ほしたら、

上の石炭を入れるところ、上の方だから、

男の人の声だから、バーッて響くんです

よ。そしたら、もう迎えにくる。そんなも

ん滅多にないんですよ。時々だけど。もう

帰りたいけど、帰ったら、それが嫌だなあ

と思ってですね。

田　上：　でも、お父さん方は、大体土曜日の何時

ごろ帰ってくると、一応頭の中に入ってる

んでしょう。

キサ子：　ねえ。そこにというときもあるけど、結

局、決まったとこやなくて、海の上を移動

しとるやろ。そんときは、「また、向こう

に来て帰っておいで」ていわれたら、普

通、仕事しないところは、そこ、そこら会

社によって決まっとる訳。

田　上：　どこにいるかね。うん。

キサ子：　そたら、そこなんかね。

田上亘：　17 番。

キサ子：　17 番。ほして、移動して「黒崎のとこ

に来てるから、帰っておいで」と。今度、

どう行ったらいいか分からんとこがある。

よう分からんち。

田　上：　じゃ、黒崎の海の上とはどうやって連絡

が付くの。向こうから児童ホームにかけて

くれる？

キサ子：　児童ホームに親がかけてくれる。ほし

たら、「分からん」ちていったら、そした

ら、お父さんが迎えに来てくれる。だか

ら、そこの、ほな、仕事をしてないとき

には、そこに現場だったらそこに、自分 1

人で帰って来よる。おんなじ道やからね、

知っとるでしょう。そやけど、やっぱり辛

かったですよね。呼んでも聞こえないし

ね。仕舞いにゃ、帰りたい気持ちはもの凄

くあるけど、ホームに帰った方がいいと思

い、それでも、来た以上、一生懸命呼ぶん

だけど、聞こえない。上にのぼりたいけ

ど、怖いからのぼれない（全員笑う）。そ

れはなかったですよね。

田　上：　それで、戻ったこともある訳ね。

キサ子：　戻ったことも、戻ったこともあるんです

よ。そいで、もう、帰るときは、食事は要
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らないから、「要りません」ちゅうて。ほ

したら、帰ったらもうご飯ないんですよ。

ほしたら、もう、そこらのご飯を炊いてく

ださったおばちゃんがいるんですよ。

渋　田：　おった、おった。いしまるのおばちゃん。

キサ子：　弟子丸（でしまる）のおばちゃんちいい

よったかね？ その前に、「何か作ってあ

げよう」ち。

渋　田：　弟子丸のおばちゃんち。

田　上：　そういうのは、ほかにも事例があるわけ。

キサ子：　それは、あると思いますよ。［　］だか

ら。相当おるでしょう。かわいそうでした

ね。

田　上：　それじゃ、なに、夏休みだとずーっと一

緒に。

キサ子：　そうです。

児童ホームの弁当

渋　田：　あすこが、わたしが床屋さんの先生がで

すね、やっぱり、「ホームの 1期生」ちい

いよったですね。

安　田：　1 期生。

渋　田：　はい。えーと、昭和 9年か 8年か、そ

のくらい生まれと思うんですよ。

安　田：　生まれが。

渋　田：　弁当は入れてくれよったけど、ご飯、麦

飯のご飯にウィンナーソーセージ。ウィン

ナーソーセージじゃない。ほら、あるで

しょう。

森　　：　魚肉。

安　田：　魚肉ソーセージ。うん。

石　橋：　あれを切って、しおこぶを入れとんです

よ。で、学校に行って、お昼開けたら、も

うそのご飯もソーセージも真っ黒なっとん

ですよ、しおこぶで。てんぷら、こうあっ

たら、半分こうなっとるんですよ（全員笑

う）。

田　上：　弁当は寮で作ってくれる。

渋　田：　そう、そう。ご飯作ってくれる。賄いの。

田　上：　小学生はね。

渋　田：　給食があるから。

田　上：　じゃ、みなさんはその日は同じお弁当を。

渋　田：　そうです。みんな一緒やね。

田　上：　一緒に開けたら（全員笑う）。

キサ子：　だから、もう船とか帰っとったときや

ら、小遣いとかもらって来るでしょう。お

弁当ないときは、パンとか買えたんです

よ。だから、パンを買って、お金持ってる

から。それで買って食べた。

安　田：　そういうこともできたんですか。

キサ子：　そうです。お小遣い、先生に預けとくん

ですよ。ほかにもらっとるんですよ。結

局、内緒しよった。あそこ行きよったや

ろ。そして、あめ玉買って来たりしよった

やろ。そういうことも、あれしたからね。

だから、時代が時代だったからですね。

安　田：　そうですね。

キサ子：　わたしたちだけやないですから。

渋　田：　そうよね。

キサ子：　全体的にそういう時代やったと思うんで

すよ。国全体がまだ貧しかったから。だか

ら、田舎とかでも、「仕事がないから、お

父さんと若松に出よう」て。お給料とか

いいから、出て来るでしょう。百姓だけ

じゃ、ちょっと食べられんから、そういう

時代だったからやね。

渋　田：　若松、あすこ牧野ひでおさん、ねえ、あ

すこ、牧野さんが施設長してたころですよ

ね、ホーム、テレビとかなかったから、み

んなで、その団体で牧野さんの家にテレビ

見に行ってましたよ。

ウロさん

田　上：　ウロさんとかのあれは、自分でなんか買

うとかは、もうお父さんとかが。

キサ子：　そうですね、お父さんが買って航海に行
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くでしょう。そんときになんか持って行か

なければいけないから、お魚とかを市場で

買ってないと。

田　上：　航海できない。

キサ子：　生活ができないから。それで、結局、あ

れやらこれやら、ウロさんから買って、そ

して、魚とか売りに来よった。魚とかね、

野菜とかも。ほいで、もう、時間があると

きは、オカに上がって、宮丸の市場とかで

買う。あと、急に要るときなど、結構いい

のを持って来よったですよ、魚とかでも新

しいのを。それをしないと、食事ができな

いでしょう。だから、それを仕入れて、そ

して、それを持って行きよった、航海に。

ハシケの構造

安　田：　折角っていうかね、今回の研究の中で

ね、僕これ（2011 年の調査時のオーラル

ヒストリー）読みながらね、例えば、その

船そのものの仕組みていうのかな。だか

ら、一番船底がどうなっていて、それか

ら、例えば、階段があって上がって。で、

そこに字句は分かんないけど、中二階みた

いのがあって、それから、上ヘ出るとか。

で、炊事はどの辺にあって、どんなんが置

いてあるとか、そういうなんか、それが一

望で分かる絵を描くとかさ、ハシケのね。

渋　田：　（ハシケの略図を描きながら）これが炊

事場ですよ。

安　田：　はい。

渋　田：　写真の分。

安　田：　それ鳩のやつですよね。

渋　田：　箱にですね、箱にちょっと穴みたいなん

があって、これが海に落ちて行く。これ

が、高月（石橋さんの旧姓）のおばちゃん

が炊事しよるところと思うんですよ。

安　田：　その炊事の場所ていうのは？ これは船

の上ですよね。

キサ子：　これは石炭を積んで行くとこ。ハシケ

は、これ中がこうえぐってあるんですよ。

ここは、また通れるようになって、これだ

けの空いてるところに石炭を積んで持って

行かないけん。そこに石炭を［　］たら、

おんなしやねえち。

森　　：　小さいのん。

キサ子：　ほして、それをえぐれてる中に石炭がな

いときは、この中で遊んでいる。

安　田：　そこで遊ぶ。

キサ子：　運動場みたい。だから、真っ黒になっ

ちゃうですよ。「こじき」の子みたいに

なってから。

安　田：　そうですか。

キサ子：　持って行ったあとだから、遊ぶとこない

でしょう。ほしたら、幅が、ハシケち通る

ところ狭いんですよ。これで、なんか入れ

るところがぐるーっとなっていて、そこを

子供が渡ったら、危なくないから。ここ

で、えぐったとこ、ブランコなどを作って。

キサ子：　結局、お水とかがなかなか、あれやった

から、お水とか買って、ほいで。

渋　田：　ほんとやね。

キサ子：　置いとかないと、お水がないんですよね

え。だから、もう、わたしのお父さんなん

か、海でね、「泳ごう」ちて、船をこうな

んかね、停めてって。で、海で泳いだり。

そいで、最後、水で、だから、水を大事に

して。

渋　田：　そう、大事にしてね。

キサ子：　食べるのと、絶対自分で買って行って。

あれしとかんと、仕事に行けなかったから。

安　田：　水のタンクていうのは、どこに置くんで

すか。

渋　田：　特に、うん。この炊事場の近くにタンク

があるんですよ。

安　田：　でも、結構大きなもんでしょう。

渋　田：　大きいですよ。ほして、これを船がロー
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リングするから、水が腐らんのですよね。

森　　：　なるほど、動くからね。

渋　田：　じーっとしとったら、やっぱり腐ると思

いますよ、長く入れとったら。

田　上：　これ、わたし分からないで、移動なんて

書いたけど、それはそこに固定してんです

か。移動させてるんですか。

安　田：　ん、移動する？

田　上：　必要なときに船縁に持ってきて、ここで

また元へ。

キサ子：　危ない。用事が済んだらもう。

田　上：　中に入れる。

キサ子：　中に入れる。だから、台所のとこに。一

番嫌なのがトイレよね。

渋田・石橋・キサ子：　嫌やったねえ。

キサ子：　下向きやからいいんだけど。この中に入

るていうのがですね。小学校のときはよ

かったんですけど、中学校なったらもうあ

るでしょう。だから、もう「嫌やなあ」と

思うてね。普通のおうちやったら、戸があ

るでしょう。「誰か見てないか」ち（笑う）。

安　田：　で、いわゆる、その家族が集まる。なん

ていうのか、居間ていったけど、どこなん

ですか。

渋　田：　ないです、上には。そやけ、上と 1部

屋あるんですよね。ご飯食べたり。で、横

にちょっとお風呂があるですよね。それか

らちょっとこう、中にちょっとカマクラみ

たいなね、いうたら、そういうところに、

トン、トンと 4、5段降りて、また、階段

を上がる。そこで寝る。

安　田：　そこが、寝室なんですね、いわゆる。

渋　田：　はい。

田　上：　食事するところと寝室は畳なんですか。

渋　田：　畳やなくて、ゴザやったんやなかったや

ろうか。

安　田：　ゴザ。

渋　田：　1 枚を重ねたようなゴザやなかったやろ

か。

安　田：　寝室は？

渋　田：　はい。木でできている。そして、お布団

ひ（敷）く。押し込みみたいのもあった

んですよ。そこに布団をなおし（仕舞い）

よった。

キサ子：　えぐってあるところに石炭入れるところ

と、余っているところと、ちょっと段が高

くなって、部屋が造ってあるんです。そ

こで寝泊まりされるようになっとるんで

すね。だから、高さがあったから、こん

だけ、あぐるとこんだけえぐってありま

すね。えぐってある、例えば、これを、

［　］。そう、そう、そう。ここを部屋にし

たる訳、寝泊まりするような。

渋　田：　そう、そう。戸を閉めた状態の部屋を

ちゃんと。

キサ子：　ほして、ちょっとこたつを入れるよう

に、ここも高くなって押し入れがちゃんと

できとる。一応あったんです。ちょっとい

うたらですね、あったんですね。

渋　田：　ここのとこ。

安　田：　だから、猛烈に効率的にできている訳で

すよね。

キサ子：　そうなんです。石炭入れるところと、背

の高いところ［　］。こんだけが入れられ

るんやけ、こんだけよち。これを部屋ちゅ

うか、食事をしたり、寝たりできるように

ちゃんと造ってある。段を高くして、これ

を少し高くなってる部屋を。それから、階

段を上がって、ほしたら、上がれるように

なっとる。

若　宮：　前が、この辺が。

渋　田：　そう、そう、そうです。上は真上から見

た感じでしょう。

キサ子：　だから、ここが石炭を置く。ほして、こ

れが通る道やけね。

渋　田：　デッキね。
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森　　：　これが真上ね。

渋　田：　ここがオモテ、こっちがトモ。

キサ子：　ここのとこに、結局、えぐってるとこ

ろ、少し高くなってるところ、食事とかさ

れるような状態を造ってある。ほやから、

うまい具合にやっぱり面白い格好だけど、

生活をするね。屋根があって、雨に、なん

ですかね、雨が降っても濡れないような状

態にちゃんと部屋を造ってあるんです。こ

れの状態で。ほして、これをこの状態で石

炭を、仕事の合間に石炭を入れて、こんだ

けして。ほして、道は幅が狭いけ、だか

ら、ここになんにもないから。

安　田：　ここ、どのくらいあるんですか。

家　次：　それより広いですよ。

田上亘：　こうなっとるけな。これぐらいはある。

キサ子：　あるやろ。横が通って来よう。こうなっ

ちょる。

田上亘：　こうなっちょるけね。

キサ子：　もうちょっとなかったですか、通る道

は。揺れたりしたら、あれがないから、ド

ボーンて落ちちゃうんですよ。だから、こ

うして、こうほうて行ってですね、ほうて

行かないと。だから、航海しとるとき、

「あちこち、うろうろしたら、落ちちゃう

から、絶対動いたらいけない」ちゅうて。

若　宮：　この中に 1本、こういうふうにして、

これに対して板を。

キサ子：　板をね、そう、そう、そう。積んだもの

を、結局、あれしないようにね。

安　田：　ああ、覆い？

キサ子：　そうですね。

家　次：　ちょっとこうなってね、シートを被せる。

キサ子：　だから、シートを被せる。

辻　村：　［　］あるから、絶対使わないけど、石

炭とか。

田上亘：　なんか製品運んだりね。

キサ子：　石炭の場合は、これはやらない。裸のま

んまなんです。

田　上：　どんなに入っても。

キサ子：　入っても。あれなんですよ。

田上亘：　「あかだし」せないかんやろ。

キサ子：　だから、「あかだし」するポンプがあ

る。お水が入ったら、「あかだし」をし

て、バーッち、ポンプでお水出してしまん

ですよ。面白い恰好だけど、生活されるよ

うな、あれに造ってある。面白いんです

よ、あれが。それでここ。

田　上：　洗面場に行く。

キサ子：　ここのところにある。

渋　田：　木やからね。

キサ子：　ほいで、これにも部屋があるんですよ、

この下にも。こっちにも部屋がある。これ

トモの方、舵がある。段がなっとる。

安　田：　こっちの部屋は。

渋　田：　縄とか入れよったやろ。

キサ子：　［　］を入れよった。いろんなあれを。

田　上：　倉庫にものを入れる。

キサ子：　倉庫に入れるんです。これも入れるんで

す。こっちは日常生活のあれして、ここは

縄とか生活用品とか入れるんです。

森　　：　石炭入れるとこでしょう。

キサ子：　そう、ここんとこ。この図でいうたら、

ここが石炭やけ。こっちは住まいの方で、

ここは道具ちゅうですかね、やっぱり、道

具を中に入れる。

森　　：　ここ。

キサ子：　階段があって、ちゃんとして入れるよう

にして、綱が濡れないようにちゃんとして

ある。

田　上：　これ舵とってる人はなに、雨が降ってる

ときは、もう。

田上亘：　合羽着ればいい。

キサ子：　そうです。

田上亘：　ところで、この中にあれがあったごとあ

るど。上にこう、棚にある。
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キサ子：　だから、雨が降っても。

田上亘：　これが、ストロークが長いやん。長いか

ら、どうしても、あれが、ちょっと、濡れ

んようにしとるたい。

キサ子：　合羽を着る。

安　田：　簡単な屋根みたいなのがあった。

田上亘：　そうやね。

キサ子：　ハシケはないね、なかったね。舵の方に

ね、部屋はなかったちゃ。

田上亘：　部屋はなかった。上の方に。

キサ子：　なかった。だから、合羽着よった。

渋　田：　濡れた状態でやらないとね。家の中はい

いけど、外はなかったね。トモやら、こっ

ちやら後ろの。トモやろ、こっちの後ろの

方、トモやね。うちはね、オモテにね、ご

飯を食べるところに階段 4、5段［　］し

とって。トモにもね、船具を入れるやん。

それをね、もう片付けて、わたしたちが、

そこで寝られるようにしてくれとった、親

が。


